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おいしい・たのしい・＜特別展示＞

すてき！福島の森と木

（９月９日～９月13日開催）

お米でみんなを元気に！＜特別展示＞

食べて！見て！知ろう！お米・米粉の～

９ 月 17日 ～ ９ 月 20日 開 催）魅力～ (

木づかい運動でウッド・＜特別展示＞

木 を 使 う く ら し を し て み まチ ェ ン ジ ！ ～

（９月24日～９月27日開催）せんか～

魅せます！＜特別展示＞

とち木のいい木

（ ９ 月 ２ 日 ～ ９ 月 ６ 日 開 催 ）
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「消費者の部屋」では、消費者の皆さまとコミュニケーションを深めるため、農林◆

水産行政や食生活などの情報を提供しています。また、農林水産省の北別館１階で行

われる展示には、多くの方々に御来場いただいております。

☆ 展示の御紹介
（以下の４件になります ）●令和元年９月の開催状況 。

期 間 展 示 名 入場者数

９月２日～９月６日 536人【特別】魅せます！とち木のいい木

９月９日～９月13日 1,010人【特別】おいしい・たのしい・すてき！福島の森と木

９月17日～９月20日 758人【特別】 お米でみんなを元気に！

～～食べて！見て！知ろう！お米・米粉の魅力

９月24日～９月27日 701人【特別】 木づかい運動でウッド・チェンジ！

～～木を使うくらしをしてみませんか

（以下の４件になります ）●令和元年11月の展示予定 。

期 間 展 示 名

ライフスタイルに「和食」を手軽に取り入れよう11月５日～11月８日 【特別】

サケの驚くべき本能とは？11月11日～11月15日 【特別】

～～食べても美味しい国産サケ

太陽と大地の恵み 砂糖11月18日～11月22日 【特別】

～ ～日本の砂糖の安定供給を支える仕組み

和の空間でおもてなし11月25日～11月29日 【特別】

～～食伝統ある和の文化 お茶、畳、和装の紹介

※展示予定は予告なく変更されることがありますので、御了承願います。

魅せます！とち木のいい木◆テーマ

、 （ ） 、 。栃木県は 関東甲信越随一の素材 丸太 生産量 国産材製品出荷量を誇る木材県です

品質も良好で、JASや森林認証の取得も進んでいます。今回は、建築用材だけではなく、

テーブルやキッチン用品などの木材の日用品も展示し、栃木県産木材の品質の素晴らしさ

を皆様に紹介させていただきました。優良な栃木県産の木材の認知度向上に繋がったと思

います。

「とちまるくん」がお出迎え 展示の全景 栃木県産の木材製品の数々
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テーマ ◆◆ おいしい・たのしい・すてき！福島の森と木

福島県の安心・安全な木材や特用林産物の生産に向けた取り組みについて、森林の放射

性物質の現状や対策などのパネル展示、きのこ、きのこ加工品、木製品の展示と生産者に

、 （ ） 。よる解説 福島県産のきのこ加工品 しいたけのピクルス等 の試食や販売を行いました

また、木から採れる精油を使った「たのしいアロマ石鹸づくり体験」も好評でした。

アロマ石鹸づくり体験の様子 福島県産木材の加工品 販売の様子

◆ ◆テーマ お米でみんなを元気に！～食べて！見て！知ろう！お米・米粉の魅力～

米の消費は食の多様化・少子高齢化等により年々減少しています。しかしながら、我が

国の大切な食料生産基盤である水田を維持し、国内農業を振興していくためにも、米の消

費拡大に取り組むことが重要です。今回は、お米と米粉についてもっと知っていただくた

、 、 、 、 、め ごはんの食べ比べ 米粉製品の試食 米・米粉商品の展示 レシピの紹介などを行い

来場者の皆様にお米・米粉の魅力を知っていただきました。

お米の食べ比べ 展示の様子 バリエーション豊かな米粉製品

◆ ◆テーマ 木づかい運動でウッド・チェンジ！～木を使うくらしをしてみませんか～

木材を使うことは、温室効果ガスの吸収等、環境にも暮らしにもいいことがあります。

林野庁では、木材を利用することの意義を皆さんに知っていただき、暮らしの中に木材製

品を取り入れてもらうことで、日本の森林を育てていく運動として 「木づかい運動」を、

展開しています。今回は、その一環として、来場者の方々に木材や木製品との触れ合いを

通じて、木材への親しみや木の文化への理解を深めていただきました。

展示の様子 オフィス製品も木製で 木の感触を楽しんでもらいました
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☆ 学校関係の訪問状況

「消費者の部屋」では、小・中・高校の修学旅行や校外学習でグループ行動をされる

児童・生徒の皆さんに向けて、農林水産省への訪問申込みを受け付けております。

また、農林水産省に関する様々な質問にも、分かりやすく説明しています。

省内見学では、大臣室や事務次官の執務室の前を通り、記者会見室、農林水産省図書

館（林野庁図書館）を御案内しています （状況に応じて変更はございます ）。 。

児童・生徒の皆さんの訪問をお待ちしております。多くの

令和元年９月の来訪者は以下のとおりです。

■ 年９月の訪問 来訪者数令和元

学校法人緑丘学園 水戸英宏中学校 （３年生） １８名

宮城県大河原町立大河原中学校 （３年生） ５名

山形県東根市立第一中学校（２年生） ６名

合 計 ３校 ２９名

お申し込みについて

訪問を希望される場合は、事前にお申し込みが必要です。

お申し込みは 「消費者の部屋」ホームページ内に掲載されている、申込用紙に必要事、

項を記入の上、 にて御担任の先生を通じて御連絡下さい。FAX（宛先：03－5512－7651）

※訪問についての基本情報

・実施時間：火・水・木の平日１日２回（10:30～、13:30～）

（月・金は御相談下さい。ただし、都合により実施できない場合もあります ）。

・所要時間：１時間10分程度 展示室見学、説明・質疑等･･･40分、庁舎案内･･･30分

・受入人数：20名程度（要相談）までとします。

訪問の様子

正面玄関で記念撮影

9/11水戸英宏中学校



- 4 -

～ 修学旅行や社会科見学などの訪問をお待ちしています ～

消費者の部屋にて

9/12 大河原町立

大河原中学校

アロマ石けん作りを体験

9/12 東根市立第一中学校
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☆  令和元年９月の消費者相談状況（速報） 
    ～電話やメールで御相談を受け付けています～ 
  
  令和元年９月の相談件数は、129 件（前年同期 116件）でした。このうち、問合せは 113
件、要望・意見は６件、苦情１件、情報提供等は９件でした。 
 

図１ 月別の全相談件数の推移        図２ 子ども相談件数の推移 

 
〔子ども相談〕  
 子ども相談専用電話を設け、農林水産業や食品に関する子どもからの相談や質問にお答

えしています。９月の子ども相談件数は 15 件でした。 
 
   表１ 相談内容別内訳                            図３ 相談内容別比率 
 
  項   目 件数  比率 
安全・衛生 33 26% 
表示 17 13% 
制度・基準 14 11% 
学校訪問 13 10% 
生産・流通・消費 9 7% 
商品知識 9 7% 
資料請求照会 6 5% 
品質規格 5 4% 
その他    23 18% 
  合   計 129 100% 
                    
   
 表２ 相談者別内訳                 図４ 相談者別比率      

               
  項   目 件数  比率 
一般消費者・消費者団体 61 47% 
中学生以下  15 12% 

相談業務関係者 10 8% 

企業関係者及びその団体 8 6% 
公務員 6 5% 

マスコミ関係者 6 5% 
高校生・大学その他学生 4 3% 

教員・学校関係者 4 3% 
不明・その他 15 12% 

  合     計 129 100% 

注）四捨五入の関係で割合（％）の合計は１００％とならな

い場合があります。 
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☆ 相談事例（９月分） 

Ｑ：最近いろいろな銘柄のお米を店頭で目にするようになりましたが、全国でどのぐら

いの銘柄のお米が作られているのですか。 

                       

Ａ：私たちの主食であるお米は、縄文時代に中国大陸から北九州に稲作が伝来し、弥

生時代には、北海道を除く日本の各地で水田稲作が定着しました。現在では、北海道

から沖縄県まで、47都道府県で、それぞれの気候条件や病害虫に強い等の特性を持つ

たくさんの種類のお米が作られています。 

 

【令和元年産の産地品種銘柄米の数は・・】 

私たちの主食用の米にあたる、うるち米の令和元年産の産地品種銘柄数は 824で平

成 30年産より 29銘柄増えました。その他もち米 132、醸造用米 223と米全体で 1179

の産地品種銘柄が設定されています。うるち米の銘柄数が一番多いのは新潟県で、コ

シヒカリを始め 37銘柄、次いで茨城県 32銘柄、福島県 31銘柄と続いています。 

 

【作付面積の多い品種は・・】 

 このように多くの銘柄が登録されていますが、実際に平成 30年産うるち米（主食

用）において、全国で最も作付が多かった品種は「コシヒカリ」で作付面積の 35.0％

でした。2位は「ひとめぼれ」（同 9.2%）、3位「ヒノヒカリ」（同 8.6％）、4位「あき

たこまち」（同 6.8％）、5位「ななつぼし」（同 3.4％）と、上位 5品種の順位の変動

は無く、主食用米の作付割合の上位５品種が全体に占める割合は 63.0％でした。 

  

 新米の季節。まだ新しい品種は作付面積も少なく目にする機会も少ないですが、新

しい銘柄米も召し上がってみてはいかがでしょうか。 

 

      

 

【参考】 

 農林水産省 「令和元年農産物の産地品種銘柄設定等の状況」 

 公益社団法人 米穀安定供給確保支援機構「平成 30年産水稲の品種別作付動向につ

いて」 
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☆  相談事例（９月分） 

Ｑ：甘柿と渋柿の違いについて、教えてください。また、柿の上手な選び方と保存   

方法についても教えてください。 

Ａ：【甘柿と渋柿の違い】 

柿は甘柿（「富有」や「次郎」等）と渋柿（「西条」や「愛宕」等）に大別さ

れます。 

柿の渋みのもとは水溶性タンニンで、これが口の中で溶けると渋く感じます。

甘柿も幼果のときには渋みがありますが、収穫時になるとタンニンが「水溶性」

から「不溶性」へ変化するため、渋みがなくなります。また、渋柿はアルコール

や炭酸ガスを使って処理（渋抜き）することで、タンニンが「不溶性」に変化し

て甘くなります。干し柿にしても渋みは抜けます。 

 

【柿の上手な選び方と保存方法】 

＊上手な見分け方 

①ヘタと果実の間にすき間がない 

②ヘタがきれいな緑色をしている 

③全体が色づいている 

④持ったときに重みを感じる 

⑤皮に張りとツヤがある 

⑥硬すぎず、柔らかすぎず、硬さが均一である 

＊上手な保存方法 

水で濡らしたキッチンペーパーなどをヘタにあて、ヘタを下にしてポリ袋に 

入れて、冷蔵庫の野菜室で保存するのがおすすめです。 

 

柿は、ビタミンＣやカロテン、カリウムなどの栄養素が豊富です。風邪や生

活習慣病、がんの予防、美肌や二日酔いにも効果があるとされ、昔から「柿が

赤くなると医者が青くなる」ということわざがあるほどです。                           

平成 30年産の統計によると、柿の出荷量は全国で 172,200ｔあり、そのうち

出荷量の多い都道府県は、1位が和歌山県（35,300ｔ）、2位が奈良県（26,300

ｔ）、3位が福岡県（14,400ｔ）の順となっています。これから本格的な旬を迎

える柿、食欲の秋に是非、じっくりと味わってみませんか。 

 

【参考】 

・農林水産省 広報誌 aff（あふ）2018年 10月号↓ 

http://www.maff.go.jp/j/pr/aff/bcnm2018.html 

・平成 30年産西洋なし、かき、くりの結果樹面積、収穫量及び出荷量↓ 

http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sakumotu/sakkyou_kazyu/index.html 

10月 26日は柿の日です。これは

正岡子規が、明治 28 年 10 月 26

日に始まる奈良旅行で詠んだ「柿

食えば鐘が鳴るなり法隆寺」の句

に由来します。 
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☆ 地方の「消費者の部屋」だより

消費者の部屋中国四国農政局
中国四国農政局「消費者の部屋」は、ＪＲ岡山駅から南へ徒歩７分、イオンモー

ル岡山の西隣、岡山第２合同庁舎１階北玄関ホールにあります。

【消費者の部屋】

「消費者の部屋」では、局内各部室及び関係機関等の

、 、協力の下 ２～３週間毎に展示の入れ替えを行いながら

消費者の皆さまに、食生活や農林水産関係施策等につい

、 。て 分かりやすくタイムリーな情報提供を行っています

また、消費者の皆さまからの相談を受け付ける窓口も

常設しています。

「 」消費者の部屋 特別展示

【「子どものための夏休み企画」を開催】

毎年８月には、夏休みを迎えた子どもたちを対象に、合同庁舎内の共用会議室に

て「子どものための夏休み企画」を開催しています。

本年度も局内各部室や関係機関等の御協力によ

り多くの展示ブースを設置しました。当日は190

名の来場があり、パネル展示、本年度に地理的表

示保護制度（GI）の認証を受けた香川県の「善通

寺産四角スイカ」の現物展示、クイズラリーのほ

か、石臼粉挽き体験、ドローンのシミュレーター

体験、豆つかみゲーム、果物等の糖度の測定、瀬

戸内海区水産研究所のおさかなクイズゲーム等の

体験イベントを通じ、食料や農林水産業の役割等｢夏休み企画での体験｣

について、楽しく学んでいただきました。

【移動消費者の部屋】

９月18日～10月17日の間、愛媛県生涯学習センターにおいて、平成30年７月豪雨

災害からの復旧・復興の状況と併せて、災害の発生に備えた各家庭でできる食料品

等を備蓄するポイントを紹介しています。

昨今の災害の発生により、国民の防災に対する関

心が非常に高まっていることもあり、地元の新聞で

も報道されました。

なお、今回は、展示期間中に展示内容に合わせ、

家庭での食料品備蓄に関する「食と農の知っ得講座

（出前講座 」を同センターで開催しました。）

｢愛媛県生涯学習センターでの展示｣

中国四国農政局 消費・安全部 消費生活課

〒700-8532 岡山市北区下石井１丁目４番１号

TEL:086-224-9428 FAX:086-224-4530
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☆「消費者の部屋」一口メモ

農林水産省「消費者の部屋」 北別館入口から入館していただくと便利です。へお越しの際は、

令和元年１０月発行

編集・発行 農林水産省 消費・安全局
消費者行政・食育課「消費者の部屋」

担 当 中川、中西、山口、福島、小林、守屋
消費者相談電話 ０３－３５９１－６５２９

ファックス ０３－５５１２－７６５１

こどもそうだん電話 ０３－５５１２－１１１５

相談受付時間：10時～１７時 土日祝日、年末年始を除く

インターネット相談窓口：

http://www.maff.go.jp/j/heya/sodan/index.html東京メトロ「霞ヶ関」駅

下車。A5、B3a出口すぐ。

こども相談（お手紙編）

夏休み時期には
自由研究などの
ため、電話相談
だけでなく、お
手紙もいただい
ています。
子どもらしい疑
問や、大人顔負
けの質問など、
たくさんいただ
きました。
この表現でわか
ってもらえるか
な？という、相
談の基本に立ち
返るよい機会に
なりました。

返事へのお礼の手紙までいただき、感激です！
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